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金
木
町
長

田
中
豊

年 辞頭の ロ
ロ
■
咳
石
，
１

－
陛
司
１
‐
●

町
民
に
幸
せ
と

潤
い
あ
る
年
で

三
蔵
側
祷
雛

で
年
頭
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。昨
年
は
日
本
列
島
が
未
曾
有

の
冷
害
に
襲
わ
れ
、
冷
害
に
明

け
冷
害
に
暮
れ
た
年
で
あ
り
ま

し
た
。
我
が
金
木
町
も
例
外
で

は
な
く
、
津
軽
地
方
最
大
の
被

害
を
受
け
、
農
家
に
と
っ
て
誠

に
憂
う
べ
き
事
態
が
続
出
し
た

の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
町
議
会
を
始

め
と
し
て
町
内
、
各
団
体
の
強

力
な
対
応
に
よ
り
、
い
く
ら
か

で
も
難
問
を
克
服
す
る
瓶
が
で

き
、
満
足
と
は
い
え
な
い
ま
で

も
順
調
な
形
で
冷
害
対
策
を
進

め
て
ゆ
く
事
が
で
き
安
堵
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

農
業
が
大
き
く
変
貌
す
る
こ

れ
か
ら
の
時
代
に
当
町
と
し
て

も
国
政
と
県
政
の
方
向
を
見
極

地
方
の
時
代

と
し
て
幕
を
明

け
た
一
九
八
○

年
代
の
昭
和
五

十
六
年
新
春
を

迎
え
る
に
当
り

金
木
町
の
こ
よ

な
き
発
展
と
全●

め
、
五
十
六
年
度
か
ら
始
ま
る

水
田
再
編
第
二
期
対
策
の
対
応

と
農
業
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
町
に
定
着
し
た
も
の
を

策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
年

で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
農
業
生

産
の
再
編
成
、
生
産
性
の
向
上
、

連
担
団
地
の
形
成
等
を
基
本
と

し
て
農
業
の
理
解
を
深
め
る
形

で
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

で
あ
り
ま
す
。

ま
た
商
工
業
に
あ
っ
て
は
、

大
部
分
が
国
有
林
で
あ
る
当
町

の
林
業
の
振
興
、
ヒ
パ
材
を
基

調
と
し
た
地
場
産
業
の
振
興
、

中
山
山
脈
を
中
心
と
す
る
観
光

開
発
、
過
疎
化
に
よ
る
雇
用
の

定
着
化
を
図
る
強
力
な
政
策
が

急
務
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
国
に
お
い
て

は
昭
和
五
十
六
年
度
の
予
算
大

綱
も
発
表
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
る

と
国
価
二
兆
円
の
減
額
、
一
兆

三
千
億
円
の
増
税
、
総
予
算
の

伸
び
率
九
・
九
％
と
公
共
事
業

の
抑
制
、
公
共
料
金
の
値
上
げ

等
に
よ
り
物
価
の
上
昇
率
五
・

五
％
な
ど
誠
に
き
び
し
い
年
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
当
町
で
も
財
政
の
依
存
は

町
債
に
よ
る
も
の
が
大
き
く
、

長
期
的
に
財
政
の
見
直
し
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
訳
で
あ
り

ま
す
。し
か
も
当
町
に
は
懸
案
の
大

き
な
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
新
し
い
中
学
校
の
建
築

運
動
公
園
の
趣
設
、
ば
ん
え
い

競
馬
の
誘
致
、
弘
大
用
地
の
返

還
、
病
院
の
新
築
、
消
防
庁
舎

の
移
転
新
築
等
で
あ
り
ま
す
。

町
民
の
御
理
解
と
御
支
援
に

よ
り
ま
し
て
昨
年
中
に
金
木
病

院
の
新
築
も
き
ま
り
、
総
合
病

院
と
し
て
小
児
科
、
耳
鼻
咽
喉

科
、
整
形
外
科
等
も
加
え
て
地

域
医
療
の
振
興
に
大
い
に
貢
献

す
る
躯
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
ば
ん
え
い
競
馬
に
つ

い
て
は
十
二
市
町
村
で
期
成
会

の
発
足
を
見
、
県
に
お
い
て
も

今
年
度
に
お
い
て
調
査
費
を
計

上
し
て
新
し
い
調
査
に
入
る
事

に
な
り
ま
し
た
。
弘
大
用
地
も

県
と
大
学
の
御
好
意
に
よ
り
年

内
に
は
解
決
の
方
向
を
見
出
す

砺
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
高
長
根
ス
キ
ー
場
建

設
、
大
倉
岳
陸
奥
湾
展
望
所
の

建
設
と
開
発
、
商
工
会
館
建
設

助
成
、
町
立
第
二
保
育
所
全
面

改
築
、
町
立
火
葬
場
新
築
事
業

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
建

設
、
芦
野
公
園
整
備
事
業
、
新

し
い
町
づ
く
り
柵
想
の
策
定
等

を
推
進
し
な
が
ら
、
桜
と
太
宰

●
の
ふ
る
さ
と
金
木
町
を
大
き
く

飛
躍
さ
せ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
事
業
を
推
進
す

る
た
め
に
は
町
職
員
の
頑
張
り

も
非
常
に
大
き
い
訳
で
あ
り
服

務
と
規
律
を
き
び
し
く
、
町
民

年
末
年
始
の
交
通
安
全
運
動

の
初
側
の
十
二
月
十
七
Ｈ
、
金

木
町
交
通
指
導
隊
ら
に
よ
る
ド

ラ
イ
バ
ー
へ
の
安
全
運
動
の
呼

び
か
け
が
金
木
町
中
央
公
民
館

前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

金
木
町
交
通
指
導
隊
（
太
田

昌
二
隊
長
）
で
は
、
同
日
、
金

木
町
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
協
会
（

今
き
く
え
会
長
）
と
共
に
交
通

安
全
祈
願
餅
つ
き
大
会
を
開
催

し
、
つ
き
上
げ
た
赤
・
青
・
黄

の
三
色
の
餅
を
小
さ
く
丸
め
て

公
民
館
前
の
側
道
三
三
九
号
線

を
走
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
こ
れ
に
金
木
町
交
通
安

全
母
の
会
（
机
馬
京
子
会
長
）

も
協
力
し
て
ふ
う
せ
ん
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
逆
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー

や

三
色
の
お
餅
で

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
夕
．

に
は
親
切
に
、
私
を
始
め
全
職

員
一
体
と
な
っ
て
誠
意
あ
る
対

話
の
行
政
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
な
に
と
ぞ
町
民
各
位
の
御
理

解
あ
る
御
指
導
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

も
こ
の
ダ
ブ
ル
プ
レ
ゼ
ン
ト
に

ご
機
嫌
。

当
町
は
死
亡
事
故
ゼ
ロ
が
九

両
二
十
九
冊
（
十
二
月
二
十
六

ｎ
現
在
）
も
続
い
て
お
り
千
川

ま
で
あ
と
一
歩
。
町
民
み
ん
な

の
手
で
こ
の
名
誉
あ
る
記
録
を

育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

(2）~ﾇサ
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昭和56年
町
議
会
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長

今
久
米
雄

.tb-､{
一

昭
和
五
十
六
年
の
年
頭
に
当

り
、
謹
ん
で
御
挨
拶
申
し
土
げ

ま
す
℃
例
年
な
ら
ば
浴
衣
に
ウ
チ
ワ

と
い
う
姿
で
過
す
盆
も
昨
年
は

“
真
夏
ロ
ゼ
Ｐ
と
い
う
観
測

史
上
初
の
記
録
的
冷
夏
で
、
ス

ト
ー
ブ
を
つ
け
な
け
れ
ば
居
ら

れ
な
い
Ｒ
も
あ
っ
た
ほ
ど
の
異

常
気
象
に
よ
り
米
を
は
じ
め
と

し
て
、
多
く
の
農
作
物
は
見
る

も
無
残
に
枯
れ
果
て
「
天
明
、

天
保
の
飢
き
ん
」
も
か
く
や
と

思
わ
せ
る
冷
辨
に
兇
舞
わ
れ
、

農
家
の
方
々
は
、
一
時
は
詰
然

自
失
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の

後
、
関
係
各
機
関
の
献
身
的
な

努
力
に
よ
り
、
漸
く
気
を
取
り

直
し
、
来
年
度
の
農
作
業
に
取

り
組
む
意
欲
に
燃
え
て
来
た
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
長
期
予
報
に

よ
る
と
今
年
も

あ
ま
り
天
候
に

恵
ま
れ
な
い
と

の
こ
と
で
心
配１

さ
れ
、
昨
年
の

よ
う
な
冷
害
に

見
舞
わ
れ
た
場

合
は
ど
う
な
る

の
か
と
い
う
問

題
も
あ
り
、
ま ●

だ
油
断
が
で
き
な
い
現
況
に
あ

り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
我
が
金
木
町

の
主
な
覗
業
は
統
合
金
木
小
学

校
、
公
閲
内
つ
り
橘
、
町
立
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
が
完
成
、

又
、
町
営
住
宅
、
川
倉
小
学
校

給
食
施
設
、
嘉
瀬
第
三
保
育
所

等
が
五
十
五
年
度
中
に
完
成
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が

こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
民
の
皆
様

の
絶
大
な
る
御
協
力
の
賜
と
衷

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。
史
に
今
後
、
当

町
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

覗
業
は
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
主
な
る
も
の
と
し
て
は
神

田
橋
架
替
、
弘
前
大
学
農
学
部

用
地
の
早
期
返
還
、
金
木
～
背

森
間
舗
装
化
、
金
木
瓶
院
新
築

商
工
会
館
建
設
、
金
木
中
学
校

の
建
設
、
そ
れ
に
ば
ん
え
い
競

馬
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
去
る
十
二
月
定
例
県
議

会
に
お
い
て
蝶
知
覗
は
国
の
公

営
競
技
問
題
懇
談
会
に
見
通
し

の
動
き
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ま

で
町
村
会
に
委
託
し
て
調
在
を

進
め
て
来
た
が
、
典
体
的
デ
ー

タ
ー
に
基
く
計
画
が
必
要
な
の
Ｉ

で
、
来
年
度
は
県
主
体
に
調
査

を
進
め
る
と
答
弁
し
て
お
り
、

明
る
い
見
通
し
の
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
昭
和
五

十
六
年
は
八
十
年
代
の
幕
開
け

の
年
で
あ
り
、
又
、
干
支
は
西

と
あ
っ
て
大
き
く
羽
ば
た
き
、

一
瞬
踊
進
の
年
と
し
て
、
輝
か

し
い
時
代
に
す
る
努
力
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
共
に
、

議
決
機
関
た
る
我
々
町
縦
会
と

い
た
し
ま
し
て
も
本
年
も
ま
た

終
始
公
正
に
町
民
の
備
託
に
応

え
、
町
政
の
諸
川
題
を
恢
砿
に

群
議
し
、
町
民
各
位
の
ご
期
待

に
添
う
よ
う
努
力
す
る
決
意
で

あ
り
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ
倍

旧
の
御
指
導
と
御
鞭
撞
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
と
共
に
、
皆
様

方
の
御
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
御
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

Ｉ
●－■
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ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が

三
万
円
を
寄
付

歳
末
見
舞
金
を

長
期
療
養
者
鴻
人
に

、
町
で
は
、
金
木
病
院
、
あ
し

の
園
な
ど
に
入
院
（
園
）
し
て

い
る
長
期
療
養
者
百
二
十
五
人

に
一
人
当
り
二
千
円
の
歳
末
見

舞
金
を
贈
り
ま
し
た
。

金
木
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（

阿
部
定
一
会
長
）
は
社
会
福
祉

の
一
助
に
と
、
町
に
三
万
円
を

寄
付
し
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町
職
員
が
冷
害
救
援
金
に

■

四
万
五
千
円
の
寄
金

〆~、町
で
は
、
職
員
に
冷
害
農
家

L

許
〆、

－4

1L

l
F

－1

｢

町
の
話
題
ア
ラ
カ
ル
ト

巳

｜
|、

「

」

救
援
金
の
募
金
を
呼
び
か
け
た

と
こ
ろ
、
総
額
四
万
五
千
三
十

円
が
集
ま
り
、
日
赤
青
森
県
支

部
へ
寄
託
い
た
し
ま
し
た
。

第
三
分
団
に

ポ
ン
プ
積
戦
車
を
股
匝

町
で
は
金
木
町
消
防
閲
第
三

分
Ｍ
（
蒔
川
）
に
打
油
貯
蔵
施

投
立
地
対
策
等
交
付
金
に
よ
り

百
八
十
五
万
一
千
円
で
、
小
型

調
吻
捗
》
。
ユ
到
諏
車
を
設
置
し

ゴ
ミ
捨
て
場
の
利
用
に

協
力
下
さ
い

こ
れ
ま
で
の
芦
野
ゴ
ミ

捨
て
場
は
閉
鎖
し
ま
し
た
。

必
ず
新
し
い
女
坂
ゴ
ミ
捨

て
場
を
利
用
し
て
下
さ
い
。 、_ノ

(3）
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弓:｡話龍馨畠憩
国
民
金
融
公
庫
で
は
、
商
校

大
学
へ
進
学
さ
れ
る
お
子
様
を

お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し

て
、
進
学
資
金
貸
付
の
利
用
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

手
続
き
も
簡
単
で
す
の
で
、

借
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
公
邸

へ
申
込
書
を
ご
請
求
下
さ
い
。

（
お
通
話
で
も
結
柵
で
す
。
）

取
扱
期
間
一
月
～
四
月

融
資
限
度
一
世
帯
五
十
万
円

一
以
内
。

利
率
年
八
・
八
％

使
途
学
校
へ
の
納
付
金

受
験
費
用
、
教
科

書
代
、
制
服
代
、

下
宿
の
敷
金
な
ど

進
学
に
必
要
な
資

・
金
。
、

返
済
方
法
お
子
様
の
修
学
年

限
以
内
の
元
利
均

「
国
の
進
学

ロ
ー
ン
」
の
保
証
人

／~、
亨
‐
ｄ

の
。

●

球
●

●腸

●
■
４
、
ｊ
ｑ

ｃ
ｏ
ｐ
Ｇ
ウ
ゥ
ロ
○

ｂ
。
”
厚

●
Ｆ

お
し
ら
せ
・
お
知
ら
せ
・
お
し
ら
せ

ご
案
内

●
や
の
●
４
ｑ

９
名
凸
■
●
服
・
Ｇ

ｒ
●
“
，

ｐ
、
。
＆
．
ゆ
伊

ｄ
ｑ
４
ｌ
ｊ
９
●
９
０
ｑ
ｄ
Ｑ

■
０
口
餌
〉
●
．
』
評
Ｇ
■
Ｕ
Ｃ
０
Ｄ
・
勺
も

’
■
。

ｊ
何
吋
す
』
夕
望
梱
．
’
や
、
Ｊ
垂

つ
く
葱
豊
か
な
明
日
温

●
守
．
の
●
４

勺
Ｄ
Ｃ
ゞ
」
①
ｇ
ｏ
ひ
ウ

ー
■
。

Ｐ
ｂ
一
旬
ｂ
ｅ
．
の
彼

場
合
は
不
要
。

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
左

記
へ
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

弘
前
市
大
町
三
の
一
の
一
八

国
民
金
融
公
庫
弘
前
支
店

・
蚕
○
一
七
二
‐

三
六
‐
六
三
○
三
）

な
お
、
銀
行
、
信
用
金
庫
、

信
用
組
合
、
農
協
、
労
働
金
脈

で
も
取
扱
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

郵
貯
進
学
積
立
を
さ
れ
て
い
る

方
は
郵
便
局
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

※
信
用
保
証
基
金
の
料
金
（
五

十
万
円
借
入
れ
で
返
済
期
間
四

年
の
場
合
約
三
千
円
ぐ
ら
い
）

県
で
は
農
業
経
営
に
携
わ
り

な
が
ら
、
積
極
的
に
学
習
し
よ

五
十
六
年
度

県
農
業
青
年
大
学

受
講
生
募
集
中

●
や

。
弗
翫

ｑ
ｂ
ｇ

二
口
■
マ
・

ロ
△
‐
二
口
■

各
Ｐ
－
Ｄ
１
ｏ
Ｆ

等
月
賦
返
済
。

一
名
以
上
。
進
学

保
証
基
金
利
用
の

４
９
．
４
・
４
９

凸
。
巳
．
◆
‐
９
●
百

Ｆ
■
》

紫
錠
乱
蘭

ヅ
ヴ
［
理
由
ｑ
ｐ
７
ｇ
四

“
妃
殿
吻
筏
さ
少

●
凸

洩：
』

十
八
才
以
上
の
農
村
青
年
で

高
卒
ま
た
は
商
卒
と
同
等
の
学

力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
。

○
葬
集
人
員
七
十
名

○
研
修
期
間
二
ヵ
年

○
研
修
内
容

合
同
研
修
と
し
、
農
業
経
営

研
修
に
重
点
を
お
き
、
体
験
実

習
へ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
修
及
び

先
進
地
農
家
留
学
研
修
）
、
集

合
研
修
、
部
門
別
研
修
、
農
業

機
械
研
修
等
を
実
施
す
る
。

○
経
費
県
が
予
算
内
で
支
弁
す
る
。

○
募
集
期
間

二
月
十
五
日
ま
で

○
願
書
提
出
先

金
木
地
区
農
業
改
良
普
及
所

（
査
二
‐
二
二
六
五
）

く
わ
し
く
は
金
木
地
区
農
業

改
良
普
及
所
に
お
た
ず
ね
下
さ

い
。

う
と
す
る
農
村
青
年
を
対
象
に

受
講
生
を
募
集
中
で
す
。

○
管
絡

ヰ
ウ
唱
鴫
Ｐ
４
㎡
戸
や
、
と
師
Ｙ
今
呵
げ

雷
。
獣
ゞ
；
、
，
，
”
“
‐
＆
〆
謀
、
：
恥
↑
／
鋲
。
や
率
】

し
ゞ
！
ゞ
・
ゞ

ｒ
Ｆ
可
Ｊ

省
工
ネ
ノ
ギ
に
協
力
を
：

、
■

F…ク
ｄ
ｏ
も
、

Ｏ
ｑ
ｏ
Ｃ
Ｃ

●
●
（
●
守
口
」
凸

Ｃ
ｎ
ｑ
凸
。
●
画
ウ

“
・
吐
・
１
口
凸

‐
し
始
ナ
ー
●
Ｐ

ｄ
ｏ
４
４
１

Ｇ
Ｇ
口
。
Ｄ
・
９
匹
・

‘
口

●
守
阜
Ｊ
Ｇ
ｂ
４

９
あ
●
一
一
Ｇ
口
マ
■
訳
●

・
捗

寸
０
－
守
り
６
、
少
伊

し●

･号：
■

●

○
●
ゞ
・
‐
●
●
０
Ｊ

・
ロ
．
‐
’
。
。
舜
諏
．

（
凸
り
り
、
’
○
Ｆ

五
十
六
年
度
の
保
育
所
入
所

児
童
を
募
集
し
ま
す
。

○
定
貝
第
一
保
育
所
二
三
○
名
）

第
二
〃
（
八
○
名
）

第
三
〃
（
二
○
名
）

第
四
〃
（
六
○
名
一

○
受
付
日
時
及
び
場
所

別
表
の
と
お
り

Ｏ
対
象
児
童

保
護
者
の
労
働
・
疾
病
な
ど

で
家
庭
保
育
に
欠
け
る
生
後
六

ヵ
月
以
上
の
児
童
（
日
才
及
び

一
才
児
は
第
一
・
第
三
に
限
る
。
）

○
必
要
書
類

五
十
五
年
度
町
民
税
及
び
固

定
資
産
税
納
税
通
知
書
、
領
収

証
、
五
十
五
年
分
給
与
所
得
の

源
泉
徴
収
票
、
印
鑑
、
筆
記
用

自
云
。※

継
続
入
所
申
請
の
場
合
も
当

日
お
い
で
下
さ
い
。

く
わ
し
く
は
民
生
課
に
お
た

ず
ね
下
さ
い
。

魯
三
‐
二
二
一
⑧
一
七
）

＃
・
熱
，
＠
，
獣
》
・
灘
・
Ｐ
帥

保
育
所
入
所
児
童

募
集

○
℃
．
．
ｃ
ｃ
凸
Ｄ

Ｕ
ｐ
４

も
弓
ゆ

り
．
■
｜
『
ロ

ー
●
、

Ｇ
Ｃ
．
〃
寂

● 4:

毎
週
木
暇
日
、
午
前
九
時
か

ら
午
後
三
時
ま
で
、
役
場
内
に

生
活
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

日
常
の
困
り
ご
と
や
冷
害
に

よ
る
生
活
相
談
な
ど
、
ど
ん
な

相
談
に
も
応
じ
ま
す
の
で
お
気

軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

■受付日時及び場所
生
活
相
談
所
を

ご
利
用
下
さ
い

受付ll時入所希朝保行所 受付場lﾘ『

第一保育所 1月26日（月）9:00～15:00 役場三階会!縦＊

ｱー1月27日㈹10:00～15:00第二保青所 〃

1月28日㈱10:00～15:00第三保育所 開瀬公民館

1月29日休)10:00～15:00第1ノリ保育所 ﾄ＃良ilili改センター

さ
て
、
農
家
の
皆
様
に
は
冷

害
に
よ
り
多
大
な
被
害
を
受
け

ら
れ
、
気
に
な
る
の
が
今
年
の

水
川
再
編
二
期
対
策
で
す
が
、

先
Ｈ
発
表
さ
れ
た
の
を
兇
ま
す

と
、
当
町
の
割
当
て
は
三
百
三

十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
当
初
予

定
の
四
百
三
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
う
ち
、
百
六
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

は
通
年
施
行
が
あ
り
ま
す
の
で

実
質
減
反
は
百
七
十
八
ヘ
ク
タ

ー
ル
に
な
り
ま
す
。
皆
様
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ま
た
、
政
府
買
入
れ
米
の
数

量
は
、
昨
年
は
十
三
万
八
千
四

百
俵
で
し
た
が
、
今
年
は
こ
れ

を
上
回
り
十
三
万
九
千
六
百
四

十
俵
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、

ど
う
か
米
作
り
に
頑
張
っ
て
い
み

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
怖
報
の

窓
口
と
し
て
努
力
い
た
し
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

｡,

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

…
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